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エネルギー需給の現状と長期展望

東京大学 小宮山涼一
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現在のエネルギー・環境問題 一次エネルギー消費(世界}

-新興国の経済発毘と石油需要の増加(中園、インド等)

.石油資源の供給制約の顕在化(ピークオイル)

安〈生産可能な原油(EasyOil)の枯渇

.右油資盟国での投資環境の悪化

資源ナショナリズム(外国資本に対する生産規制)

・中東情欝の不安定化、地政学的リスクの増大・イラン等

.石油先物市場で高まる投機、投資マネーの彫響

大幅に変動、高自書するエネルギー・資源価格

・深刻化する地球温暖化の彫響

過去最高に遣した世界の002排出量、加速化する自然への影響

・原子力:福島事故の影響と不確実性が高まる今後の展望

・高まる再生可能エネルギーへの期待と今後の支援策のあり方

公的支援(国定価格買取制度等)縮小と導入テンホ。の鈍化(欧州等) 2 
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.旺盛な経済発展で急増するアジアのエネルギー消費
• 2008年に途上国のエネルギー消費が先進国を上回る
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世界の一次エネルギー消費の展望
2035年のアジアのエネルギー消費量は績実な経済成長の下、現在の約2倍へ拡大。
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化石燃料の比率は徐々に低下するものの、 2035年でも依然として主要なエネルギー源。
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一次エネルギー供給{世界、エネルギー源別}
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(出所)BP敏計

. 石油がエネルギー供給の中核。石炭が急増(新興国の石炭火力増加)。

.過去10年間(2000-2010)の増加量:石炭=石油+天然ガス
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福島事故以降の各国の原子力政策の動向
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2011年の....(邑官}

①原子力維進国{米園、フランス等)・・・緬島事故後も既存の原子力政績を..

②続"鯛.国{中園、インド等)・・・福島司匹敵後も引き続き、原子力発電所の大量建段を針薗
③斬規灘入国{東南アジア、中東等)・・・ 一旬の置で斬規噂入を再倹討中

④脱原子力国{ドイツ等)・・・今後順次原子力宛電所を閉鎖する見通し

日本のエネルギー問題

-石油がエネルギー供給の中心、世界有数の消費大国
・2009年度の比率石油46%、右民:21%、ガス18%、原子力11%、水力3%、厳エネ1%
-エネルギー泊費:世界5位、宿泊泊費:世界3位、右油輸入:世界3位、LNG鎗入:世界1依

.高止まりするエネルギー輸入依存度、中東依存度
・エネルギー自申歯車{水カ+街エネ)1ま4%、原子力を入れても15%、化石資源はほぼ金量を鎗入
.原油.入の約9割を中.に依存

・国際エネルギー市場の変化への対応
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ー中園、インド等のエネルギー需要の樽大・エネルギー価格の高・と乱高下・高まる投梅マネーの彫響
・エネルギー..の自量得...地政学リスクの顕在化・エネルギー供給制約への.念

・環境制約と持続可能性への対応
・ポスト...定.枠組みへの対応

-産業競争力の強化、経済成長の実現

~エネルギー安定供給確保、環境問題の解決、産業競争力強
化が求められる日本において、水素エネルギーの技術開発は極
めて重要 8 

日本のエネルギー供給{電力、非電力部門)の比率

一次エネルギー供給(2009年度):4.9健石油S換算トン

(出所)日本エネルギー.炭研究所
明暗叩 … ~ 九 λ騨伊N

・ 電力部門では原子力、水力等で一定の温室効果カ・ス排出を抑制。しかし一層

の拡大にも限界

・ 非電力部門のエネルキ.ー供給の大部分が化石燃料。温室効果カ.ス排出をさらに

抑制するには、非電力部門での列ーンエネルキ.ー導入が不可欠

=辛水素エネルギーの研究開発は、特に非電力分野での抜本的な温室効果ガス

を削減する上で極めて重要 10 
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天然ガス価格(米国、日本)
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(幽所)米エネルギー省，日本エネルギー.11毎研究所

・米国:水平楓剤、水圧破砕鏡衡の進歩を背景にシエールガス生産相加、価格が大幅低下
. 日本:日本の凶G繍入偏格は原油価格リンク、油価に連動して上昇(現在米留の8倍)
・天然ガス火力のコスト 4セント/k'糊l(米国) 14セント/k糊可(日本)
-ガス価格(日本)は当面高峰の見通し;か(油価高降、原子力低迷による価裕交渉カの低下)
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原子力のメリット、デメリット

王車位上
・放射線に対する安全性確保の問題

・放射性廃棄物、使用済燃料処理、地層処分の問題
ー怨..英語に残存する放射様性、将来への覚後転車産
- .棄物処分!こ資する絞術繍~(核~像処理襲、 :*1J震$.処分、理語体化等法、 将来の

選択の自EおE震を務める緩緩や緩念(大綾畿な絞式lfI隠語字量産など)が銭安

・用地確保、立地の問題

・核拡散リスク(兵器への転用等)

E位上
・温室効果ガス排出削減に貢献

・ヱネルギーセキュリティーに大きく貢献

自車歯車向上、電力供給の安全保隊強化、化石..温存

・経済成長に貢献
ー安定的な寵気料金を提供、物値上昇を郷骨骨し、経済安定化に寄与
ー化石鎗斜車庫入を低減、間奮の海外移転を抑制
-I!t備投資額大宮〈、経済刺激
ー原子力..の湾外漉隣の滞在カ大
ー化石実績の価格交渉カ(パーゲニングパワー)強化

エネルギー政策の論点
省エネルギー:

経済効率の低下を招くことのない、産察官官円、.庭郁円、業務官官門、運繍
郵門でのエネルギー効率の徹底的な向上

再生可能エネルギー:

技術面・コスト面等でのブレークスルー・再生可能エネルギーの産象化・
自然環境と踊和した社会の檎策

資源・燃料:

量先虫歯技術での化石燃料の徹底的効率利用・安定供給に向けた資源戦
略・石油・ガスの安定供給体制

原子力・原子力事故:

安全性の徹底倹匝・最高水皐での原子力の安全性実現

電力システム:
電力不足とコスト低減への対応・分散型システムとの綱和・原子力事象の
取り扱い・発送電分般を含む電力事業形態のあり方

エネルギー・環境産業:
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人材育成・国際簸争力のある産業と新しい雇用の創造 11 


